
ェ γ ドレスのチェー γ ョ γベヤにケージ 4 個を， かんらん車

状に西日置し， 1 方向に回転させる 。 ケー ジが l 階 と 2 階のとび

ら中央に着床すると同時に，とびらが開き，油圧ピスト γによ

り ， トーピ γを介して手抑車がケージ内に進入する。 進入進 tfl

(Ì一方通行となっており，定位僚に手抑車が停止すると油圧ピ

ス ト ンがもどり，とびらが閉じてチェー γ コ γベヤが移動を開

始し，次のケージヵ:清床して停止する。この一連の動きは， 全

臼!R}J， ー剖111 動および手ilf)J操作のいずれによっ ても可能であ る。

(神保和夫)

りゅうつう 流通 (物資の ) (英) distribution; marketing 

1 流通の概念 流通とし、う 常葉の概念規定は， 時代により学

者によって必ずしも同一ではない。 流通と マ ーケティ γグは同

義諮であると みるもの ， あるいは流通はマ ーケティ ングの - f'îß

だとするものなどいろいろである 。 た主 えばアメリカのへッノJ

トは， これをマーケテ ィ ングと同意誌とみているし，アメ リ

カ マー ケテイ ング協会 (AMA) も 1960 年に改訂の定義集におい

て L本委員会はディストリヒューショ Y という 用誌がマ ーヶ テ

ィ γ グと L 、う 用語主同義語として使用されるこ とを勧告する1

としている。これに対 し金谷 部氏等のよ う に Lマー ケティ γ

グは企業がその主体的立場から自己の製品を消費者に移転する

過程であるのに対して ， 流通とはその移転と表裏の関係にある

物理的過程一一具体的には ， (1) 輸送 (2)荷造包装 (3) 貯政

・ 保管 (4) 荷役 ・ 運搬の四つをい う 1 とする見解もある。

しかし最近では， 流通と L 、う 言葉は流通，舌動あるいは流通後

構または流通経路の意味てA使用 されて し、 るようである。

2 流通活動の領域 流通活動というのは，生産と消費をつ

なぐ経済的な活動， あるいは， いっさいの経済財の空間的， 11寺

間的な洗れに関する経済活動ということで，次のよ うな領域の

全部または一部をさす言葉として用レられている。

川 物質流通活動(実体的な物の流れ)

(2) 情報流通活動(郵便・電信の送達や情報の保存，保管)

(3) 商取引活動(商品の売買によって物の転換の媒介をする

活動)

(4) その他の活動(金融 ・保険 ・ 規格 . j\\'(準化な どの活動)

そして ， ( 1 ) の 物資流通活動あるいは，これに (2) の情報流通

活動を含めた，いっさいの物の災体的，具体的な流れを物的流

通 と称し， 一方 (3) の商取引活動を取引的流通 または社会的流

通と呼び，両者を区別することが多L、。従来は物の流通と商取

引活動は一致するのが常識であっ たが，近ごろでは遊離するケ

一見がふえつつあるカ・らであり， もともと物的流通活動と商取

引活動とは概念上は別侃!な活動とみるべきものだからで もあろ

う 。 なお， (3)のその他の活動は流通助成活動とも呼ばれる。

3 流通機精と流通経路 流通が流通機構または流通経路の

意味に使われている例としては L流通革命1 がj;，る。そこで は

流通機構の整備，流通経路の短縮な どの問題が論 じられてい る。
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生産者から消費者に至る財貨またはサー ビスの転移過程11 ，

それぞれの機能をもっ多数の専門的流通機関 (distribution

agencies) によって分担されるが，このような全流通機関の有機

的な結合が流通機構 (distribution channeJs) である。つまり流

通機械とは社会的， 経済的にながめた場合に，財貨または+ー

ピスが，生産者から消費者へ流れる経路の組織ということがで

きる。

企業が自己の製品を流す場合には，流通機構の中から特定の

経路を選び 出して使用するが，その経路が流通経路 (distribu­

tion channeJ ) である。それは配給経路とも販売経路とも，ある

いはマ ケ テイ ング経路とも呼ばれ，また単にチャ γ 不ノレと呼

ぶ人もある。流通機構と流通経路とは選択母体主構成分子の関

係にある。すなわち，生産者が自らの製品を流通させるための

最適終路を選択する選択母体が流通機構であり ， その流通機構

を形づくる情成分子が流通経路であると いう ことができる。し

かし，流通機構は流通経路の単なる寄せ集めではなしそれ自

身がーつの絞済的有機体であり，それ自身の構造と機能をもっ

ものである。

流通機構と流通綜路

( ダイヤモンド伯・ 7ーケティングIh'~ 本から転峨)

関は流通機併と流通経路の関係を示したものである。

流通経路の形態は，企業の規模により企業の販売政策により，

あるいは商品に よ って， それぞれ異な るが， 消費財を例にと

れば，最近はロ7己主ミゴ→ø高司→「重重量 または士fヨヨ→
釘売扇l→万ご売商l→[泊蚕云l の経路によるものの比重がふえて

L 、る とし、う。

4 流通技術と鉄道貨物営業 流通活動は以上に述べたよう

に経済財の供給主体と需要主体とをつなぐ経済的活動であるか

ら妓術的側面をもっている。それを一般に流通技術と呼んでい

る。言い換えれば，物的流通に伴うすべての技術が流通技術

(physical distribution または distribution techniques) であり，

具体的には荷造包装，荷役・運:IIl:，貯蔵・保管，および輸送の

四つがその柱となっている。最近，物価問題が関心の的と なり，

これに伴って商品や企業全体のコス トを引き下げるには，生産

部門の生産性向上とともに流通部門の生産性向上をはかること

が重要であること，そして流通部門の生産性向上には流通機構

の近代化と並行して流通技術の近代化をはかることが，企業経

営の立場か ら も経済政策的にも不可欠なことが認識されるよう

になり ，流通技術の革新がクロ ーズア ップされるようになって

きている。

アメリカでは，最近，物流学 (rh∞rema.tics) と いうことが唱

えられていると L 、う。流れになった物資移動を科学的に研究し
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